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デジタルハリウッド大学 

2021 年度 一般選抜 B 方式 
 

小論文  [80 分] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【 注 意 事 項 】 

1. 試験監督の指示があるまでは、問題冊子は開かないこと。 

2. 試験監督から指示があったら、解答用紙の欄に氏名・受験番号を正確に記入すること。 

3. 試験開始の合図後、この問題冊子を開き、問題が記載されていることを確認すること。 

4. 乱丁、落丁、印刷不鮮明などがある場合は、手を挙げて試験監督に知らせること。 

5. 試験開始から終了までの間は、試験教室から退出できません。 

6. 不正行為を行った場合は、その時点で受験の中止と退室を指示され、同日受験したすべての

科目の成績が無効となる。 

7. 解答用紙は試験終了後、回収される。問題冊子は持ち帰っても良い。 

 



2 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3 
 

 

問題 

 

デジタルハリウッド大学（以下 DHU）は、「未来生活を創造し文化を発明する大学」と

いうコンセプトを掲げています。これは DHU が、人類社会のインフラストラクチャー

となったデジタルコミュニケーションの利活用について、その教育・開発・研究の国

際的拠点となることを目指して設立されたことを意味しています。 

 

上記のコンセプトに基づき、DHU では「カリキュラム・ポリシー」（資料 2）を掲げて

います。DHU の学生はカリキュラム・ポリシーに則って設計された授業科目（資料 3）

を履修し、所定の単位数を修得することで学士（デジタルコンテンツ）が授与されま

す。 

 

以上の前提を踏まえた上で、次の設問に答えなさい。 

 

 

 

問 1 

あなたが「未来生活を創造し文化を発明する」人として育つために、デジタルハリウ

ッド大学はどのような場であるべきだと考えますか。資料 1を参考に、自分の言葉で

要約してください。【400 字以内】 

 

 

 

問 2   

問 1 の議論を踏まえつつ、DHU のカリキュラム・ポリシーを分析したうえで、あなた

自身が DHU での学びをさらに充実させるための具体策を立案してください。（例：教

育課程、教育手法、教員構成、等）【800 字以上 1200 字以内】 
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【資料 1】未来を創る人をどう育てるか 

 

この AI×データ時代においてワイルドに未来に向けて仕掛けていくためには、まずリ

テラシー層、専門家層、リーダー層の 3層の人づくりが必要となるというのが僕の見

解だ。 

 

2015 年春に行われた情報・システム研究機構×文部科学省「ビッグデータの利活用に

係る専門人材育成に向けた産学官想談会」で最初に投げ込み、その後、揉み込んでき

た考えだ。幸い、懇談会の報告書に取り込まれ、現在、国の「AI 戦略 2019」にまで

受け継がれている。 

 

（1）リテラシー層： 

これからの世代がこのワイルドな未来を生きていくために、時代に即した基本的なリ

テラシーを身につけることが期待される人たちだ。基礎となるデータ×Al リテラシー

を持った上で、未来へのマインド、Exponential*1 な時代のモノの見方を育てること

がカギになる。 

 

もちろん初等・中等教育からの見直しが必要だが、ぜひ身につけていただきたい対象

の目安としては高等教育を受ける層だ。初等・中等教育まででカバーしきれない部分

が出てくるため、大学でいえば教養課程までを含めてスキルの育成を図る必要がある

だろう。また、学校の状況に応じてレベルはある程度柔軟に設定すべきだ。 

 

これからの時代の基礎教養（「ペースリテラシー」）は、①母国語、世界語でモノを考

え、人とやり取りする力であり、②課題を設定し解決する力に加え、③データ×A1

の力を解き放つ基礎能力のことだ。したがって、多くの人がデータ×AI リテラシーを

身につける前提として、ある程度の理数、デザイン素養は理文・専門を問わず 必修

化すること、すなわち理文融合が必要になる。「未来へのマインドを育てる」という

のは、 若者たちが未来を仕掛ける中心的存在であることを踏まえ(図 3-3 参照)、前

提としての「未来を生み出すとは何か」についての理解を育て、基礎的な素養を持つ

ということだ。 

 

（2）専門家層： 

世の中を変革していくにあたってもっとも中核となる層だ。リテラシー層の 1割程度

はこの層に到達することが望ましい。この層にある程度の厚みがなければ世の中を変

えるのは厳しいからだ。困ったときに専門家が国内にいて相談しつつ解決できるとい

うのと、海外まで行って外国人をお雇い的に連れてこなければ対応できないというの

はかなり異なる。 
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明治の開国の歴史を振り返っても、日本がこれほど急速に国力をつけることができた

のは、高度人材を内製化できたことが大きい。実際、高等教育機関（大学）を設立し

て 10 年足らずで、大半の専門分野を、外国語素養を前提としつつも母国語で教えら

れるようになったという。具体的な人材像としては、①データ×AI 分野そのものの専

門家（情報科学・計算機科学、機械学習工学的な人材）、②データ×AI の力を使いつ

つさまざまな領域を刷新していく専門家、のそれぞれのタイプの人を育成していく必

要がある。 

 

（3）リーダー層： 

あらゆる活動の芯棒となる人たちだ。数としては専門家層の 1割もいるだろうかとい

うレベルだ。ノーベル賞やオリンピックを考えればわかるとおり、そのリーダー層の

レベルの高さが国の強さそのものになる。また、ここの層がある程度いるかいないか

で専門家層の生まれやすさ、産業が生まれる力も大きく変わる。 

 

ただ、このような人たちを生み出すためには 2つの条件がある。 

 

1 つ目は、人材の裾野の広さだ。才能は半ば確率であり、層がある程度厚くないと通

常そう簡単には生まれないからだ。先に述べたリテラシー層、専門家層の育成が実は

カギとなる。 

 

2 つ目は彼らが育ちやすい環境をきちんと準備するということだ。歴史的に振り返れ

ば、リーダー層の多くは、一過性ではない長期的な課題解決プロジェクト（例: 10

年スパンの国家的なイニシアチブ）の取り組みに参加したり、才能の開花する 30 代

半ばぐらいまでの時期に生計そのものを過度に気にすることなく研究や技術開発に

打ち込むことから生まれてきた。研究グラント*2 申請ばかりやっていて研究がまとも

にできない、ミニマムな研究環境すら整えられない、という状況ではリーダー層は育

たない。 

 

-------------------------- 

*1 Exponential : 指数関数的。連続的でありながら、少しの時間で想像を絶する変化を生むさま。 

*2 研究グラント: 国などの審査を経て獲得する競争的研究資金。 

 

参考文献（一部編集・改変） 

安宅和人『シン・ニホン AI×データ時代における日本の再生と人材育成』NewsPicks パブリッ

シング、2020 年 
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【資料 2】カリキュラム・ポリシー  

 

デジタルハリウッド大学デジタルコミュニケーション学部は、学位授与の方針（ディ

プロマ・ポリシー）に基づき、下記の方針に従って教育課程を編成し実施する。 

 

▼概念図 

 

別紙（カリキュラム・フロー）参照 

 

 

▼編成方針 

 

1. 初年次教育 

1 年次では専門科目を学ぶ前に、「概論」と「セルフディベロップメント科目」を中心

に学ぶ。「概論」では本学で学ぶデジタルコミュニケーションとはどのようなものか、

この分野を学ぶ意義は何かを学ぶ。「セルフディベロップメント科目」では基本的な

コミュニケーション力と、それをもとにしたグループ活動などの考え方と方法を学ぶ。 

 

2. 専門教育 

専門科目は、領域を一つに絞らずに複数の分野を並行して学ぶことが出来る。また、

4年間の学修フェーズを「スタートアップ」「基礎フェーズ」「応用フェーズ」「ゼミ・

卒業制作」の 4つに大別し、学生は各フェーズの履修登録時に、これまで学習した領

域について、継続して深めるのか、もしくは新たな領域を学修することにより対応の

幅を広げてゆくのか、自らの適性等を鑑みながら段階的に学修を進めてゆく。 

 

3. 国際教育 

英語の修得に重点を置き、1 年次はレベル別の少人数クラスにて個々に必要な基礎力

を培う。2～3年次は、映像、ゲーム、デザイン等、本学部で扱う専門領域に関する英

語を学修し、3～4年次はビジネスに纏わる英語を学ぶ。留学生は日本語の修得に重点

を置き、1～3 年次にかけて、レベル別の少人数クラスにて段階的に学修する。また、

本学部で扱う領域の専門用語についても重点的に学んでゆく。そのほか、希望する者

は、2 年次後半から 3 年次前半にかけて、最長 1 年間の英語圏への留学制度を選択す

ることが出来る。 

 

4. 教養教育 

新旧、世界のさまざまな人類の英知を身に付けるため、多種の教養科目を設置してい

る。一つの内容を深く掘り下げるのではなく、全 8回に凝縮された教養を数多く学ぶ

ことで、自身の中に多数の創造のきっかけを植えつける。また、教養とは、その必要
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性を自覚して初めて涵養されるものであることから、基本的に 2年次以降の配置とし

ている。 

 

5. 学外活動 

本学部では、学内での知識や技術のインプットだけでなく、実践を通じたアウトプッ

トによる理解の深化や知識・技術の定着にも重きを置いており、インターンシップや

PBL 等の企業や社会との協働による活動に関する科目や制度を配置している。 

 

 

▼教育課程 実施方針 

 

1. アクティブラーニングの活用 

各授業でアクティブラーニング手法を用い、学生に能動的に学ぶ姿勢を持たせる。グ

ループディスカッション等を通して、学生が主体者意識を持ちながらインプットとア

ウトプットを繰り返すことにより、学習内容の定着率を高める。 

 

2. 実務経験を有する教員の登用 

21 世紀のデジタルコミュニケーションは劇的なスピードで変化していることから、理

論だけでなく実務の実態も正確に捉えている実務経験を有する教員を主に配置して

いる。学生にとってより身近な題材を扱いながら授業が進められることにより、学生

の興味と理解の深化に繋げることが出来る。 

 

3. 実務経験を有する教員によるゼミおよび卒業制作指導 

3 年次後期から 4 年次前期に渡るゼミにおいても、実務経験を有する教員が多く担当

し、理論に実務の実態を織り交ぜながら、専門領域の知識や技術の深化を図ることが

できる。また、4 年間の集大成である卒業制作課題の指導も担当し、当該担当教員の

専門領域だけでカバーができない場合は、他の実務経験を有する教員と連携し、卒業

制作課題の内容に添った指導を行う。 

 

4. クォーター制の採用 

短期集中による学修効果の向上や、期の細分化による課外活動の利便性の向上、国際

標準化による海外留学の促進等を目的とし、1 年を 4 学期に区分している。学生は、

例えば一つの学期と長期休暇を組みあせて、相応の期間を留学することに加え、国内

で実施される授業についても、留学により潰されることなく履修できるなど、自身の

裁量で様々な学修計画を立てることが出来る。 

 

5. FS（フィードバックシート）の実施 

教員の指導の質向上や、学生の能動的な授業参加を促進するため、学生は毎回の授業
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後に FS（フィードバックシート）を提出する。教員は FS を確認することで学生の理

解度などを把握することができ、そこに記載された質問や要望については、翌週の授

業にて回答や反映をしてゆく。FS とは単なる授業アンケートではなく、教員と学生と

の間の、授業をより良くするためのコミュニケーションツールである。 

6. 単科大学・小規模であることの利点

複数領域の学修が、同一学科内で可能であることにより、一つの大学組織の中に様々

な領域を得意とする学生や院生、教員や研究員が存在する。且つ、小規模大学である

ため、本学学生は、自身が履修していない科目の担当教員へのアクセスや、異なる専

門領域を得意とする学生、院生とのコミュニケーションが容易い状況になっている。

この環境とキャンパスの立地を活かし、他大学や他研究機関、企業等とのコラボレー

ションを促進している。

【資料 3】科目一覧  

▼概念図

別紙（科目一覧）参照 

▼編成方針

学ぶ領域が限定されないよう、一学部一学科でデジタルコミュニケーションを横断し

て学べるカリキュラム。デジタルでの自由自在な表現を可能にする専門性、世界中と

コミュニケーションできる語学力、豊かな創造力を生み出す教養。これからの時代に

求められる 3つの要素を教育の柱にすえ、未来を生き抜く力と無限の可能性を育みま

す。※定員を超えて申請があった科目は抽選となります。また、1 つのクオーターで

同時に履修できる演習科目は原則 2科目までとなります。 



別紙








	空白ページ
	空白ページ



